
和
化
漢
文
用
字
法
に
見
る
「
問
い
」
と
「
疑
い
」

-
古
記
録
・
文
書
に
お
け
る
判
定
要
求
の
一
用
法
の
検
討
か
ら
-
機
具
　
淳
一

〇
、
問
題
の
所
在

日
本
語
学
に
お
け
る
多
く
の
和
化
漢
文
研
究
は
、
日
本
語
表
記
様
式
の
一

つ
と
し
て
の
　
「
日
本
化
し
た
」
漢
文
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
進
め
ら
れ
て
き

+

た
。
そ
こ
で
は
漢
字
/
漢
文
は
　
「
高
度
の
可
逆
性
」
を
持
っ
て
、
そ
の
背
後

に
想
定
さ
れ
る
日
本
語
/
日
本
語
文
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
-
仮
定

が
存
在
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
同
時
代
の
訓
点
資
料
や
古
辞
書
か
ら
帰
納
さ

れ
た
漢
字
と
訓
と
の
関
係
か
ら
当
該
漢
字
文
の
読
み
-
書
か
れ
た
日
本
語
を

2

推
定
す
る
方
法
が
採
ら
れ
て
き
4
1
0
和
化
漢
文
資
料
を
日
本
語
研
究
の
風
上

に
乗
せ
る
た
め
に
、
こ
の
方
法
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
古
記
録
特

有
の
吾
桑
の
存
在
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
こ
と
か
ら
和
漢
混
清
文

に
対
す
る
古
記
録
の
影
響
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
、
等
は
和
化
漢
文
研
究

の
大
き
な
成
果
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
よ
り
広
く
和
化
漢
文
を
射
程
に
入

れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
漢
字
と
訓
と
の
対
応
関
係
に
帰
着
す
る
方
法
の
み
で
は
、

明
ら
か
に
し
得
な
い
事
柄
が
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
中
国
語
文
に
多
く
使
用
が
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
和
化
漢
文
に
も

類
似
用
法
が
多
い
助
字
類
は
日
本
語
と
の
対
応
関
係
が
必
ず
し
も
明
確
で
な

い
場
合
が
多
い
。
助
字
は
当
該
字
が
如
何
に
読
ま
れ
る
か
、
或
い
は
不
読
と

な
る
の
か
、
不
読
で
あ
る
場
合
に
そ
の
文
字
の
使
用
に
伴
っ
て
補
わ
れ
る
語

は
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
-
な
語
な
の
か
、
と
い
っ
た
可
能
性
を
考
慮

し
っ
つ
当
該
字
の
　
「
表
記
」
を
確
定
す
る
と
い
う
作
業
は
、
数
量
的
に
把
握

さ
れ
た
傾
向
性
以
上
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
多
い
。
た

だ
し
、
こ
の
方
法
か
ら
も
和
化
漢
文
内
部
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
文
字
使
用
の

遣
い
、
正
格
漢
文
と
和
化
漢
文
と
の
違
い
と
い
っ
た
事
象
に
迫
る
こ
と
は
可

能
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
面
か
ら
和
化
漢
文
の
内
実
に
迫
っ
た
研
究
も
多
い
o

L
か
し
、
和
化
漢
文
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
日
本
語
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
日
本
語
史
上
の
問
い
　
(
例
え
ば
先
に
見
た
助
字
の
存

在
の
意
味
)
　
に
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
。本
稿
の
起
点
と
し
て
、
以
下
の
事
例
を
提
示
し
て
み
た
い
o

a
間
顧
庸
二
種
一
乗
如
何
天
地
玄
隔
咽

(
高
山
寺
蔵
「
顕
密
差
別
問
答
」
・
上
一
オ
六
)

㍉
間
顧
寧
一
種
.
一
乗
如
何
天
地
玄
帰
朝

(
東
寺
観
智
院
蔵
「
顕
密
差
別
問
答
」
　
*
大
正
新
情
大
蔵
経
本
文
に
よ
る
)

b
問
就
青
l
乗
竪
論
大
分
有
四
種
者
何
叫

(
高
山
寺
蔵
　
「
顕
密
差
別
問
答
」
・
上
一
ウ
三
)

-　1Fi　-



^
2
間
耽
額
1
乗
竪
論
大
分
有
g
]
種
者
何
則

(
東
寺
観
智
院
蔵
「
顕
密
差
別
問
答
」
*
大
正
新
情
大
蔵
経
本
文
に
よ
る
)

用
例
は
平
安
時
代
未
、
済
蓮
撰
述
に
か
か
る
『
顕
密
差
別
問
答
』
の
異
本

二
種
に
よ
る
。
こ
こ
で
は
疑
問
表
現
の
文
末
に
使
用
さ
れ
る
助
字
に
異
同
が

あ
る
o
高
山
寺
本
に
お
い
て
「
耶
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
東
寺
観
智
院

香
(
大
蔵
経
本
文
)
　
で
は
「
顛
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
に
も
複
数
の
箇
所
に

こ
の
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
第
1
に
考
慮
す
べ
き
は
、
誤

写
の
可
能
性
で
あ
ろ
う
。
両
字
は
筆
写
さ
れ
た
場
合
の
字
形
が
似
通
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
書
写
時
に
本
来
あ
る
べ
き
文
字
を
誤
っ
て
別
字
に
写
し
て
し

TiJ

ま
っ
た
可
能
性
は
高
h
o
 
L
か
し
、
こ
こ
で
は
異
同
が
高
山
寺
本
=
「
耶
」
、

観
智
院
本
-
「
欺
」
と
い
う
傾
向
性
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
O
先
の
文

例
で
は
、
「
間
-
〔
疑
問
詞
]
～
〔
疑
問
助
字
〕
」
と
い
う
疑
問
表
現
形
式
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
疑
問
詞
に
よ
っ
て
琴
不
さ
れ
る
疑
問
点
に
つ
い
て
そ
の

説
明
を
求
め
る
義
明
要
求
)
　
の
疑
問
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
平
安
鎌
倉
期

を
通
じ
て
、
一
般
に
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
、
「
耶
」
は
説
明
要
求
・
判
定

要
求
等
を
中
心
と
し
た
疑
問
表
現
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
欺
」

は
、
発
話
者
乃
至
執
筆
者
が
自
ら
の
内
心
の
疑
惑
を
表
明
す
る
、
も
し
く
は

断
定
を
保
留
し
て
不
定
の
ま
ま
に
表
出
す
る
(
疑
惑
)
表
現
で
の
使
用
が
多

4

い
と
さ
れ
乱
。
こ
う
い
っ
た
傾
向
性
の
中
に
あ
っ
て
、
(
両
本
の
影
響
関
係

は
詳
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
)
そ
れ
ぞ
れ
の
助
字
を
当
該
の
同
l
文
脈
に
使

用
す
る
こ
と
に
無
理
が
な
い
状
況
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
O
ま
た
、
こ
の
助
字
使
用
の
違
い
は

和
化
漢
文
書
記
史
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
こ
の
疑
問
を
起
点
と
し
て
、
表
記
の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
和
化
漢

文
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
疑
問
表
現
に
お
け
る
助
字
の
使
用
か
ら
考
え

て
み
た
い
。
例
え
ば
、
漢
字
漢
文
を
使
用
し
て
行
わ
れ
て
き
た
日
本
語
書
記

の
流
れ
を
考
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
辞
書
や
当
時
の
文
献
か
ら
帰
納
さ
れ
る

日
本
語
を
取
り
扱
う
の
で
は
限
界
が
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
日
本

語
に
よ
っ
て
、
日
本
語
「
書
記
」
　
の
歴
史
、
日
本
語
を
用
い
て
思
考
し
て
き

た
人
々
の
思
考
と
そ
の
書
き
と
ど
め
方
の
有
り
様
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
　
「
表
記
」
を
前
提
と
し
た
方
法
で
は
無
理
が
あ
る
。
た

だ
し
、
日
本
語
の
具
体
的
な
語
形
を
離
れ
て
、
思
考
が
あ
る
と
い
う
の
も
非

現
実
的
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
取
り
あ
え
ず
、
定
型
化
さ
れ
た
表
現
を

追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
表
記
」
と
「
思
考
」
と
を
結
ぶ
　
「
書
記
」
を
考
え

る
た
め
の
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

二
　
和
化
漢
文
に
お
け
る
疑
問
表
現
と
疑
問
助
字
概
観

l
　
和
化
漢
文
に
お
け
る
疑
問
助
字
～
乎
・
哉
・
耶
と
撒
～

和
化
漢
文
に
お
け
る
疑
問
表
現
と
助
字
の
使
用
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
峰

岸
二
九
六
七
)
は
、
疑
問
助
字
「
欺
」
が
疑
問
表
現
中
、
特
に
疑
惑
表
現

と
し
て
単
独
で
文
末
に
使
用
さ
れ
る
用
法
が
古
記
録
に
特
徴
的
で
あ
る
こ
と

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
磯
貝
　
二
九
九
九
)
　
は
'
判
定
要
求
の
疑

問
表
現
に
お
い
て
、
主
と
し
て
「
乎
」
　
「
哉
」
両
字
を
使
用
す
る
資
料
群
と

「
兜
」
字
を
使
用
す
る
資
料
群
と
が
存
し
て
お
り
、
助
字
使
用
は
ジ
ャ
ン
ル

と
の
相
関
性
を
見
せ
_
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
疑
問
助
字
「
欺
」
字
の
使

用
は
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
を
有
す
る
和
化
漢
文
に
お
い
て
、
文
体
範
噂
や
文

Lr)

章
の
史
的
変
遷
を
捉
え
る
際
の
有
効
な
指
標
に
な
る
と
考
え
b
d
o
本
稿
で
は
、
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古
記
録
・
文
書
に
お
け
る
1
文
型
を
例
と
し
て
疑
問
助
字
の
使
用
を
整
理
し

つ
つ
、
そ
れ
が
和
化
漢
文
書
記
に
お
け
る
疑
問
表
現
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

を
持
つ
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

2
　
判
定
要
求
に
お
け
る
「
～
否
」
　
の
表
現
形
式

判
定
要
求
と
は
、
以
下
に
見
る
様
に
　
「
あ
る
命
題
が
成
立
す
る
か
否
か
」

を
問
う
疑
問
表
現
の
一
形
式
で
あ
る
。

①
同
七
年
十
二
月
中
、
僧
滑
稽
間
者
尼
日
、
若
-
見
-
鼎
相
羽
、

(
拾
遺
往
生
伝
・
巻
下
第
三
十
話
)

②
早
且
自
博
陸
被
示
云
、
副
剣
劇
詞
鞘
司
倒
倒
闇
、

(
水
左
記
・
永
保
元
年
二
月
六
日
)

③
玄
孫
間
口
、
社
是
鬼
魅
耶
、
　
　
　
(
探
要
牲
花
験
記
・
下
二
十
四
オ
四
)

通
常
'
文
末
に
疑
問
助
字
を
伴
-
。
こ
の
-
ち
、
特
に
古
記
録
を
中
心
に

文
末
に
否
定
辞
「
否
」
　
を
使
用
し
て
　
「
～
か
ど
う
か
」
　
と
尋
ね
る
形
式
が
あ

′
ロ乱
。
④
書
云
、
<
r
m
j
　
園
側
蘭
可
葡
制
覇
、
先
例
如
何
者
、

(
小
右
記
・
長
和
元
年
四
月
一
日
)

⑤
間
云
、
上
達
部
背
斜
若
侍
兵
部
宛
文
乎
否
、

(
同
右
・
長
和
二
年
六
月
二
十
八
日
)

点
を
考
え
る
に
当
た
り
へ
本
稿
で
は
ま
ず
こ
の
　
「
～
否
」
　
の
表
現
形
式
に
つ

い
て
、
助
字
使
用
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
先
に
掲
げ
た
目

的
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
当
該
表
現
形
式
に
限
ら
ず
、
判
定
要
求
の
疑

問
表
現
を
す
べ
て
調
査
し
、
同
時
に
和
化
漢
文
資
料
を
広
く
視
野
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
調
査
の
第
一
段
階
と
し
て
、
古
記
録
・
文

書
に
お
け
る
大
凡
の
傾
向
性
を
つ
か
み
、
今
後
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
た
い
6

二
、
古
記
録
に
お
け
る
疑
問
表
現
「
～
否
」
と
疑
問
助
字

⑥
先
是
宣
下
云
、
賀
茂
社
火
事
間
事
、

圃
引
圃
習
、

何
棟
可
被
行
哉
、
.
又
斎
王
侯
井
祭
可

(
永
昌
記
・
嘉
承
元
年
四
月
十
三
日
)

古
記
録
に
お
け
る
「
～
否
」
の
疑
問
表
現
形
式
に
お
い
て
、
「
-
〔
助
字
〕

否
」
　
と
し
て
共
起
す
る
助
字
の
使
用
を
ま
と
め
た
の
が
以
下
の
表
で
あ
る
。

当
該
表
現
形
式
が
罷
め
ら
れ
た
資
料
名
を
掲
げ
た
上
で
、
用
例
数
を
計
上
L

.
らを
九
〇
〇
年
代
か
ら
l
四
〇
〇
年
代
に
か
け
て
成
立
し
た
古
記
録
で
は
,

「
哉
」
が
併
せ
て
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
、

「
小
右
記
」
　
「
水
左
記
」
　
「
中
右
記
」
　
「
猪
隅
関
自
記
」
　
「
岡
屋
関
白
記
」
　
で
は

用
例
数
に
多
寡
は
あ
る
も
の
の
「
乎
」
の
使
用
が
諦
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
左

経
記
」
　
「
帥
記
」
　
r
薩
戒
記
」
　
「
建
内
記
」
に
は
「
欺
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
O

そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
が
少
な
い
こ
と
、
調
査
に
用
い
た
古
記
録
の
本
文
が
後

代
の
転
写
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
に
本
文
の
性
質
を
考
慮
し
た

上
で
の
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
は
、
大
凡
の
結
果
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
課
題
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
以
下
、

一
覧
表
と
共
に
用
例
を
掲
げ
る
。
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丁

こ
こ
で
は
多
く
疑
問
助
字
が
使
用
さ
れ
乱
。
問
題
の
所
在
で
述
べ
た
疑
問



九
歴
　
(
9
3
0
-
9
6
0
)

小
右
記
　
(
9
8
2
-
1
0
3
2
)

左
経
記
(
1
0
1
6
-
1
0
3
6
)

春
記
　
(
1
0
2
6
-
1
0
4
5
)

水
左
記
　
(
一
〇
6
2
-
1
1
0
由
)

帥
記
　
(
1
0
6
6
-
1
0
8
8
)

中
右
記
　
(
1
0
8
7
-
1
1
3
8
)

殿
歴
(
1
0
9
8
-
1
1
1
8
)

愚
昧
記
　
(
1
1
6
6
-
1
1
9
5
)

猪
隅
関
白
記
　
(
1
1
9
7
-
1
2
3
5
)

問
屋
間
自
記
　
(
1
2
2
2
-
1
2
5
1
)

民
経
記
　
(
1
2
2
6
-
1
2
7
2
)

経
健
脚
記
　
(
1
2
3
7
-
1
2
7
6
)

蔭
戒
記
　
(
1
4
1
8
-
1
4
4
7
)

建
内
記
　
(
1
4
1
4
-
1
4
5
5
)

a
m
m

-
I
D
工
.

M
-
器
鵜
6
1

o
o
I
i

t
1
-
I

≡
一
∵
一
.
■

[
Ⅱ
[
Ⅱ
[
Ⅱ

8
1
車
8
-

5
e
n

≡I
I
蝣
蝣
.
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⑦
然
者
初
価
韓
任
可
有
差
別
故
習
、
(
愚
昧
記
・
仁
安
二
年
六
月
二
十
五
日
)

⑧
以
光
親
被
仰
此
子
細
、
可
碗
萄
神
社
硯
司
之
由
被
問
之
、

(
猪
隅
関
白
記
・
建
永
元
年
四
月
二
十
一
日
)

⑨
先
日
所
被
仰
、
　
　
F
勘
申
口
　
仰
、
 
、
、

(
小
右
記
・
治
安
元
年
十
一
月
七
日
)

⑳
推
参
彼
宮
不
鮪
稀
、
但
笥
判
型
刊
葡
之
条
未
思
得
、

(
中
右
記
・
長
治
二
年
十
一
月
八
日
)

⑪
以
今
1
器
盛
酒
之
風
情
有
之
、
劇
融
剤
一
例
叫
'
旧
記
不
見
及
之
、

(
建
内
記
・
正
長
元
年
一
月
一
日
)

⑳
　
　
　
1
　
才
可
答
　
L
'
間
、
聯
思
惟
之
虞
、

(
薩
戒
記
・
応
永
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
)

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
「
～
否
」
　
の
疑
問
表
現
形
式
に
限
定
は
し
た
も

の
の
'
助
字
使
用
に
関
し
て
は
判
定
要
求
の
疑
問
表
現
の
傾
向
に
沿
っ
た
結

㌣

果
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
用
例
数

が
僅
少
な
が
ら
も
、
平
安
後
期
の
　
「
左
経
記
」
　
「
帥
記
」
　
及
び
成
立
年
代
の

下
っ
た
室
町
期
の
　
「
薩
戒
記
」
　
「
建
内
記
」
　
に
「
欺
」
　
の
使
用
が
認
め
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
用
例
を
見
る
限
り
で
は
、
「
哉
(
辛
)
」
と
　
「
欺
」
と
の
間
に

大
き
な
表
現
上
の
差
異
は
常
時
が
た
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
o

L
か
し
、
基
本
的
に
両
字
に
は
　
「
哉
　
(
辛
)
」
　
が
説
明
要
求
・
選
択
要
求

・
判
定
要
求
の
疑
問
表
現
に
お
け
る
使
用
、
「
欺
」
が
疑
惑
表
現
に
お
け
る

使
用
と
い
-
中
心
的
な
用
法
の
差
異
を
持
っ
て
い
る
。
疑
問
助
字
の
す
べ
て

を
等
価
な
も
の
と
し
て
、
用
字
上
の
違
い
を
述
べ
る
前
に
、
こ
の
こ
と
は
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
-
Q
 
r
～
否
」
　
の
形
式
で
も
文
末
の
　
「
否
」
以
前
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に
お
い
て
命
顛
そ
の
も
の
は
提
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
命
題
を
如
何
に
提
示

す
る
か
、
「
哉
(
辛
)
」
に
よ
っ
て
相
手
に
問
い
を
持
ち
か
け
る
の
か
、
「
欺
」

に
よ
っ
て
自
ら
の
疑
義
を
哀
調
す
る
の
か
、
と
い
-
微
細
な
違
い
が
存
し
て

い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
L
.
〇
個
々
の
用
例
に
つ
い
て
前
後
の
文
脈
を
含

め
た
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で
こ
こ
で
は
、
一
般
的
に
　
「
欺
」
　
の
使
用
自
体
は
平
安
期
か
ら
室
町
期
を
通

じ
て
古
記
録
に
広
く
認
め
ら
れ
る
中
で
、
当
該
疑
問
表
現
形
式
に
お
け
る
使

用
が
、
1
部
資
料
の
み
に
現
れ
て
い
る
と
い
-
点
に
着
目
し
た
い
。
謂
わ
ば

定
型
的
と
言
っ
て
よ
い
表
現
に
お
い
て
異
な
る
用
字
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の

意
味
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
O
　
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
「
-
否
」

の
み
な
ら
ず
、
疑
問
表
現
全
体
に
お
け
る
助
字
使
用
の
史
的
変
遷
の
中
に
お

い
て
「
欺
」
字
の
位
置
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
対
象
資
料
を
古
記

録
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
和
化
漢
文
を
広
く
見
渡
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ

の
度
は
、
今
後
に
繋
が
る
見
通
し
を
立
て
て
お
く
に
止
め
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
古
文
書
に
お
け
る
疑
問
表
現
「
-
否
」
と
疑
問
助
字

古
記
録
と
同
様
の
調
査
を
七
〇
〇
年
代
か
ら
一
五
〇
〇
年
代
に
か
け
て
成

立
し
た
文
書
に
お
い
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
に
は

「
哉
」
　
の
み
の
使
用
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
、
一
二
〇
〇
年
代
か
ら
　
「
欺
」

が
認
め
ら
れ
出
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
疑
問
表
現
全
体
で
の
助
字
の
蘭
査

を
経
た
結
果
で
は
な
い
も
の
の
、
古
記
録
の
実
態
と
は
異
な
り
、
共
起
す
る

助
字
に
適
時
的
な
変
化
の
様
相
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
用
例
と
共
に
各
年
代
の
一
覧
を
示
す
。

『
奈
良
時
代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』

そ
の
他
串

P
O
O
I
M
 
-
S
I
S
*
　
*
　
f
t

回
1
-
　
I
 
I

⑬
右
、
仏
堂
可
作
木
工
等
料
、
給
哉
否
龍
、

⑭
又
三
嶋
稲
万
呂
来
哉
否
哉
、
若
未
来
者
、

年
代
未
詳
一
例

請
進
止
、

(
天
平
宝
宇
六
年
正
月
十
五
日
)

(
年
代
未
詳
三
月
十
丁
目
)

『
平
安
遺
文
』
所
収
文
書

M
g
l
ロ
m
l
日
喜

I
O
O
0
年
代
」
!
I

C
T
>
I
I

九
〇
〇
年
代

=
0
0
年
代
L
O
I
I

r
-
I
I

そ
の
他
*

そ
の
他
串

文
麿
元
　
二
二
三
四
)
　
年
・

貴
幸
二
　
二
四
八
八
)
　
年
各

一
例
'
大
永
五
二
五
二
五
)

年
二
例
、
年
代
未
詳
三
例

ー1q -

⑮
当
此
之
時
、
可
有
致
敬
下
馬
礼
哉
否
、

(
天
元
元
年
四
月
二
十
三
日
)

⑳
又
被
症
之
間
事
井
其
啓
可
有
哉
否
事
、
彼
真
正
参
上
時
、
可
陳
申
候
欺

(
平
安
院
政
期
)



『
鎌
倉
遺
文
』
所
収
文
書

一
一
〇
〇
年
代

一
二
〇
〇
年
代

二
二
O
d
年
代

⑰
当
宮
堆
無
其
例
、

f
l
O
f
l

可
被
準
拠
哉
否
、
用
捨
之
条
宜
在
赦
定

(
軍
R
l
毎
十
1
月
二
十
九
日
本
宮
並
別
宮
及
外
宮
遷
宮
記
)

⑬
県
令
押
領
彼
所
帯
之
条
、
埋
立
可
然
乎
否
、
愚
昧
之
身
、
迷
是
非
、

哀
喜
三
年
五
月
十
一
日
書
陵
部
所
蔵
谷
森
文
書
)

⑲
依
被
宥
東
大
寺
領
、
被
免
除
候
欺
否
事
、
院
宣
之
趣
顕
然
事
候
欺
、

(
文
永
十
1
年
四
月
東
大
寺
文
書
四
ノ
二
十
三
)

『
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
土
7
1
タ
ベ
ー
ス
』

醐
H
I
E
I
B
H
9

そ
の
他
*

二
一
〇
〇
年
代

ITl三l
所
収
文
書

そ
の
他
*

「
哉
」
拍
承
二
二
一
七
八
)

年
・
慶
長
十
二
六
〇
五
)

年
・
元
禄
十
二
六
九
七
)

年
・
万
延
元
二
八
六
〇
)

年
各
l
例
、
年
代
未
詳
1
四

例
「
欺
」
年
代
未
詳
二
例

⑳
年
々
御
年
貢
事
、
先
雑
掌
方
へ
弁
候
哉
否
、
1
切
不
在
候
、

(
永
仁
六
年
八
月
十
八
日
東
寺
百
合
文
書
と
)

㊥
果
一
見
両
軸
旧
識
、
日
汝
知
乎
否
、
我
先
知
如
汝
得
々
東
来
臭
、

(
長
事
三
年
五
月
六
旦
南
野
又
続
)

㊥
我
被
出
春
季
免
状
之
間
、
可
為
免
許
顛
否
、
不
審
分
致
披
露
之
処
ニ
、

(
明
応
二
年
四
月
三
日
東
寺
百
合
文
書
ち
)

古
文
書
で
は
、
「
～
否
」
の
疑
問
表
現
形
式
に
共
起
す
る
助
字
が
「
哉
」

中
心
で
あ
る
こ
と
は
古
記
録
と
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
僅
か
な
が
ら

「
乎
」
の
使
用
を
み
る
こ
と
、
一
二
〇
〇
年
代
以
降
「
顛
」
の
使
用
が
諦
め

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
O
平
安
期
に
は
静
め
ら
れ
な
か
っ
た
「
欺
」
(
「
乎
」

も
同
様
)
が
鎌
倉
期
以
降
に
出
現
す
る
こ
と
は
、
元
来
「
～
否
」
の
表
現
形

式
で
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
顛
」
が
次
第
に
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
過
程
を
示
す
よ
う
に
も
見
え
る
。

E
]
'
日
本
語
疑
問
表
現
に
お
け
る
「
問
い
」
と
「
疑
い
」

こ
れ
ま
で
に
帰
納
し
得
た
結
果
を
ま
と
め
る
。

l
二
間
い
」
の
表
現
(
説
明
要
求
・
判
定
要
求
等
)
で
の
使
用
が
中
心
と

な
る
「
哉
(
辛
)
」
と
、
「
疑
い
」
の
表
現
(
疑
惑
)
で
の
使
用
が
中
心
と
な

る
「
欺
」
と
い
う
用
法
上
の
差
異
を
背
景
と
し
て
r
 
r
-
否
」
の
疑
問
表
現

形
式
で
は
「
欺
」
の
使
用
が
基
本
的
に
少
な
い
。

2
・
そ
の
上
で
、
古
記
録
で
は
平
安
後
期
・
室
町
期
の
t
部
の
資
料
に
「
～

顛
否
」
の
形
式
が
認
め
ら
れ
る
l
方
、
文
書
で
は
奈
良
・
平
安
期
に
蘭
め
ら

れ
な
い
当
該
形
式
が
、
鎌
倉
期
以
降
に
出
現
す
る
と
い
う
異
な
る
様
相
が
あ
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る
。古
記
録
と
文
書
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
が
、

こ
こ
で
は
二
つ
の
文
章
の
性
質
の
遣
い
が
助
字
の
使
用
に
関
わ
る
可
能
性
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
O
古
記
録
に
お
い
て
　
「
-
否
」
　
の
表
現
形
式
が
用
い
ら

れ
る
の
は
'
「
～
す
べ
き
か
ど
う
か
」
　
「
～
が
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
っ
た
現

前
の
事
柄
の
当
否
を
考
え
る
場
合
が
多
い
O
多
く
書
面
や
会
話
に
お
け
る
疑

問
が
間
接
的
に
取
り
込
ま
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
ご
」
れ
に
対
し
て
文
書
は
、

記
載
す
べ
き
事
柄
・
内
容
を
表
す
一
定
の
形
式
を
有
し
て
お
り
、
具
体
的
な

場
面
に
お
け
る
対
話
を
措
写
す
る
必
然
性
は
よ
り
低
い
。
日
記
で
あ
る
古
記

録
は
、
文
書
に
く
ら
べ
て
記
載
内
容
(
命
題
)
　
に
対
す
る
文
章
作
成
者
の
態

度
が
反
映
さ
れ
や
す
く
、
そ
こ
で
の
疑
問
助
字
の
使
い
分
け
は
、
疑
問
を
形

成
す
る
当
惑
の
内
容
を
「
問
う
」
　
か
あ
る
い
は
「
疑
い
」
を
歳
出
す
る
か
と

い
う
違
い
を
担
っ
た
意
味
・
用
法
上
の
差
を
表
す
場
合
が
あ
乱
。
l
方
、
文

書
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
使
用
で
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
要
因
を
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
'
「
～
欺
否
」
　
の
表
現
形
式
は
、
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
未
に
は
兄
い
だ
せ
ず
、
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
登
場
す

る
も
の
で
あ
っ
た
O
　
文
書
の
表
現
に
お
け
る
時
代
的
な
異
な
り
は
、
当
該
期

の
疑
問
助
字
の
用
字
法
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
助
字
使
用
の
背
景
と
な
る
　
「
問
い
」
　
と
　
「
疑
い
」
　
の

史
的
な
関
連
に
つ
い
て
は
、
阪
倉
二
九
九
三
)
　
が
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

阪
倉
は
、
上
代
か
ら
現
代
語
に
お
け
る
疑
問
表
現
の
変
遷
過
程
を
検
討
し
、

現
代
日
本
語
の
疑
問
表
現
は
、
肯
否
的
・
内
容
的
の
別
な
く
'
す
べ
.
て
「
か
」

を
文
末
に
お
く
形
式
を
用
い
て
す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
こ
の
形
の
文
は
間

接
疑
問
文
と
し
て
そ
の
ま
ま
従
属
節
に
な
る
と
い
う
「
文
と
し
て
の
完
結
性

を
持
つ
も
の
を
疑
問
点
と
し
て
提
出
す
る
か
た
ち
」
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。

こ
の
「
表
現
の
統
1
化
・
論
理
化
」
が
疑
問
表
現
の
変
遷
の
方
向
性
と
し
て

存
在
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
「
日
本
語
の
疑
問
表
現
が
、
大
き
く
裾
「
問
い
」

的
表
現
か
ら
「
疑
い
」
的
表
現
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
」
と
述
べ
J
o

阪
倉
の
論
考
が
漢
字
文
を
専
門
的
に
取
り
扱
っ
て
は
い
な
い
こ
と
、
ま
た

今
回
の
調
査
で
は
助
字
と
日
本
語
と
の
結
び
つ
き
の
確
認
を
行
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
'
こ
の
結
果
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
同
1
の
表
現
形
式
に
お
い
て
異
な
る
助
字
使
用
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
対
す
る
解
釈
や
和
化
漢
文
書
記
の
史
的
変
遷
を
考
え
て
い
く
上
で

の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
阪
倉
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
、

奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
文
書
に
お
い
て
、
同
様
の
表
現
内
容

・
形
式
で
、
二
一
〇
〇
年
代
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
'
「
哉
(
辛
)
」
の
み
一

の
使
用
か
ら
「
顛
」
の
出
現
へ
と
疑
問
助
字
の
使
用
が
変
化
す
る
こ
と
は
、
2

v
I
サ
'
,
!

'
¥
'
U
{
y
「
'
I
i
n
i
l
p
*
i
n
享
,
>
s
I
I
I
*
I
I
I
l
l
u
l
l
!
三
幸
圭
l

以
上
、
「
哉
(
辛
)
」
中
心
の
助
字
使
用
中
の
「
兜
」
の
出
現
は
、
文
章
作

成
者
の
個
別
性
・
表
現
内
容
上
の
差
異
性
の
問
題
と
、
和
化
漢
文
で
書
記
さ

れ
る
内
容
(
思
考
)
の
変
化
の
問
題
と
を
捉
え
る
指
標
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
乱
O

五
'
む
す
び

古
記
録
・
文
書
に
お
け
る
判
定
要
求
の
表
現
形
式
　
「
～
否
」
　
と
共
起
す
る

疑
問
助
字
「
哉
(
辛
)
」
　
「
欺
」
と
の
関
連
性
の
調
査
を
行
っ
た
O
　
明
ら
か
に

し
得
た
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。



①
古
記
録
に
は
文
章
作
成
者
の
文
章
内
容
(
命
題
)
　
に
対
す
る
認
識
や
態
度

の
反
映
に
よ
る
疑
問
助
字
の
使
用
の
違
い
が
諦
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
O

②
文
書
に
お
い
て
も
「
哉
」
と
　
「
兜
」
　
両
方
の
使
用
を
見
る
が
'
古
記
録
の

場
合
と
は
異
な
り
、
助
字
使
用
の
史
的
な
変
化
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
の
変
化
は
、
日
本
語
疑
問
表
現
の
史
的
変
遷
の
一
つ
で
あ
る
「
問
い
」

的
表
現
か
ら
　
「
疑
い
」
的
表
現
へ
の
流
れ
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
Q

用
陰
の
記
述
も
資
料
の
拡
充
も
今
後
に
侯
つ
点
が
多
い
考
察
と
な
っ
た

が
、
問
題
の
所
在
に
掲
げ
た
仏
典
系
漢
文
の
異
同
の
問
題
に
も
有
効
な
視
点

を
提
示
す
べ
く
、
今
後
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

;
小
粒
英
雄
『
日
本
語
書
記
史
原
論
』
(
l
九
九
八
、
笠
間
書
院
)
に
お
け
る
「
表
記
と
い
う
用
語
は
、
書
記
と
言
語
と
の
間
に
高
度
の
可
逆
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
o
す
な
わ
ち
、
l
i
n
n
語
を
文
字
で
置
き
換
え
た
の
が
書
記
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
か
ら
、
書
記
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
い
て
言
語
が
復
元
で
き
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
O
」

(
轡
の
記
述
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
0

㌢
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
二
九
八
六
、
東
京
大
学
出
版
会
)
な
ど
。
特
に
、
峰
岸
氏
が
色
菓
宇
類
抄
人
事
門
・
辞
字
門
の
最
上
位
掲
出
字
が

当
時
の
日
常
常
用
字
に
当
た
り
、
そ
れ
が
当
該
期
の
訓
点
資
料
の
読
み
の
実
態
と
併
せ
て
古
記
録
読
解
に
有
効
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
提
示
し
た
こ
と
で
、
古
記

録
に
よ
る
日
本
語
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た
。

T
東
寺
観
智
院
本
は
原
本
未
調
査
で
あ
り
、
当
藤
本
を
底
本
と
し
て
い
る
大
正
新
情
大
蔵
経
本
文
を
利
用
し
て
い
る
o
　
こ
の
た
め
、
今
回
「
誤
写
」
　
の
可
能
性
を
指
摘

し
た
事
象
が
、
原
本
に
も
存
在
す
る
の
か
翻
刻
時
に
生
じ
た
誤
り
な
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
O

叫
峰
岸
明
(
I
九
六
七
)
　
「
平
安
時
代
記
録
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法
に
つ
い
て
I
「
欺
」
字
の
用
法
を
中
心
に
I
(
「
国
語
学
」
七
l
号
)

磯
貝
捧
l
　
(
1
九
九
九
)
「
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
表
現
に
お
け
る
助
字
の
用
法
-
「
欺
」
字
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て
-
(
「
国
文
学
故
」
　
〓
ハ
四
骨
)

T
例
え
ば
、
峰
岸
(
1
九
六
七
)
は
、
当
該
用
牡
の
存
在
が
記
録
体
と
和
漢
混
清
文
体
の
影
響
関
係
を
論
ず
る
i
つ
の
視
点
と
な
り
得
る
と
し
、
磯
貝
二
九
九
九
)

は
、
古
記
録
は
「
欺
」
字
を
主
用
す
る
(
「
乎
」
　
「
哉
」
　
の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
)
資
料
群
に
入
り
、
峰
岸
の
指
摘
に
加
え
、
疑
惑
と
判
定
要
求
と
に
「
欺
」
字
を
使
用

す
る
の
が
古
記
録
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
、
説
話
系
の
和
化
漢
文
は
「
欺
」
字
を
疑
惑
表
現
の
み
に
使
用
(
疑
惑
表
現
の
用
例
数
自
体
が
僅
少
)
　
し
、
判
定
要
求
に
は
こ

-　92　-



れ
を
殆
ど
用
い
な
い
　
〔
「
乎
」
　
「
哉
」
　
「
耶
」
を
使
用
す
る
)
　
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
O

輔
仏
典
系
漢
文
で
は
同
様
の
文
型
が
「
～
不
」
に
作
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
今
回
は
古
記
録
を
対
象
と
し
て
検
討
を
行
っ
た
が
、
今
後
は
他
資
料
に
も
調
査
を
広
げ
て

い
き
た
い
O
　
そ
の
際
に
仏
典
系
漢
文
に
特
徴
的
な
当
該
表
現
の
調
査
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

叩
磯
貝
淳
l
　
二
九
九
八
)
「
平
安
時
代
後
半
期
和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
の
用
牡
」
　
(
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
1
輯
)
に
お
い
て
、
こ
の
疑

問
表
現
形
式
が
古
記
録
を
中
心
と
し
た
和
化
漢
文
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
を
行
っ
た
。

増
「
～
否
」
　
の
表
現
形
式
に
お
い
て
助
字
が
使
用
さ
れ
な
い
例
は
こ
こ
で
は
計
上
し
て
い
な
い
O

㌣
用
例
⑳
⑫
に
見
る
よ
う
な
「
条
」
「
間
」
等
の
形
式
名
詞
に
よ
っ
て
体
言
句
と
な
る
表
現
の
一
部
に
「
～
否
」
形
式
が
含
ま
れ
る
形
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
形
式
の
成
立
自
体
が
今
回
の
検
討
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

叩
面
定
要
求
)
と
哀
感
表
撃
と
は
、
と
も
に
文
末
に
疑
問
助
字
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
形
式
上
、
明
確
に
区
別
し
が
た
い
場
合
が
あ
る
。
本
稿
に
関
わ
る
論

文
(
磯
貝
(
1
九
九
九
)
等
)
で
は
、
前
後
の
文
脈
に
「
問
い
か
け
表
現
」
「
回
答
表
撃
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
〈
判
定
要
求
)
、
こ
れ
ら
が
無
い
も
の
を
(
疑
惑
表

琵
)
　
と
判
断
し
て
い
る
o

i
:
た
だ
し
、
『
左
経
記
』
『
帥
記
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
書
写
年
代
の
異
な
る
本
文
を
1
括
し
て
扱
っ
て
い
る
点
、
他
の
資
料
に
く
ら
べ
て
異
質
な
助
字
使
用
を
行

ぅ
点
等
が
認
め
ら
れ
、
助
字
使
用
の
違
い
の
要
因
を
文
章
作
成
者
に
お
け
る
意
味
・
用
法
上
の
使
い
分
け
に
帰
す
る
に
は
、
未
だ
問
題
を
残
し
て
い
る
。
他
の
古
記
鈷

・
古
文
書
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
書
写
文
献
に
お
け
る
微
細
な
字
形
の
異
な
り
を
起
点
と
す
る
考
察
に
お
い
て
は
、
本
文
の
検
討
・
整
理
を
行
っ
た
上
で
考
察

を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
、
傾
向
性
を
把
握
す
る
こ
と
に
と
ど
め
、
今
後
更
に
詳
細
な
調
査
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
D

Ⅶ
阪
倉
篤
義
(
完
九
三
)
「
疑
問
表
現
の
変
遷
」
(
『
日
本
語
表
現
の
流
れ
』
岩
波
書
店
)

.
 
=
今
回
は
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
正
新
情
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
予
備
調
査
で
は
、
古
記
録
と
同
様
に
「
欺
」
の
使
用
が
時
代
の
下
っ

た
仏
典
系
日
本
漢
文
に
見
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
Q
今
後
併
せ
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
o

[
調
査
資
料
]

〇
九
暦
・
小
右
記
・
中
右
記
・
殿
暦
・
愚
昧
記
・
猪
隅
関
白
記
・
岡
屋
関
白
記
・
民
経
記
・
経
健
脚
記
・
薩
戒
記
・
建
内
記
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
る
「
古
記

録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
べ
I
ス
」
　
〔
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
a
p
.
h
i
.
u
-
t
o
k
y
o
.
且
p
/
s
h
i
p
s
/
s
h
i
p
s
c
o
n
t
r
o
l
l
e
r
)
を
利
用
。
用
例
も
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
o
)
○
左
経
記
・
春
記
・

水
左
記
・
帥
記
(
増
補
史
料
大
成
)
○
文
書
類
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
る
「
奈
良
時
代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
「
平
安
遺
文
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
「
鎌
倉
遺
文
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
「
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
(
h
t
t
p
‖
/
/
w
w
w
a
p
.
h
i
.
u
-
t
o
k
y
o
.
a
c
.
j
p
/
s
h
i
p
s
/
s
h
i
p
s
c
o
n
t
r
o
l
l
e
r
)
を

利
用
し
た
O
　
用
例
も
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。
)

[
付
記
]
本
稿
は
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会
平
成
二
十
三
年
度
研
究
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

KM


